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	アミグロー   アミグローは愛称です。
	■登録番号：輸第106076号（ﾊﾟﾙｻｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ登録）
	■登録年月日：2020.07.27
	■肥料の名称：アミグローM
	■肥料の種類：液体微量要素複合肥料
	■保証成分：水溶性苦土  4.1％、水溶性マンガン  0.19％、水溶性ほう素  0.35％
	■有効成分：動植物発酵抽出液含有成分：アミノ酸類、有機酸類、糖類
	その他の含有成分：マグネシウム、マンガン、ホウ素、亜鉛、モリブデン
	■包    装：1㍑×12本、5㍑×4缶
	【特長】
	 吸収が早く、速やかに効果が発現するアミノ酸入り葉面散布液肥。
	 収穫物の食味、色つや、形状などが向上し品質アップにつながる。
	 植物の環境ストレスに対する抵抗力がアップする。作物の安定収穫をはかる。
	 果樹、野菜、畑作物、花類まで幅広い作物に使用可能。
	 含有する窒素は非化学合成の動植物質由来であるため、農林水産省「特別栽培農産物に係る表示のガイドライン」に
	おける化学肥料の窒素成分量節減対象外です。
	【アミグローとは】
	【散布事例】
	アミグローの基本的使用方法は400～800倍に希釈し、茎葉部に十分かかるよう散布(灌注)する。主な作物の使い方は以下のとおり。

	【注意事項】
	◆ 石灰硫黄合剤との混用はしない。
	◆ 他剤との混用はさけるよう注意のある農薬との混用はしない。
	◆ ボルド－液等アルカリ性の農薬との混用の際は、希釈したボルド－液等に所定のアミグロ－を加用する。
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